
指
定
検
査
機
関
の
名
称

廃
止
す
る
食
鳥
検
査
の
業
務

廃
止
の
日

社
団
法
人
大
阪
食
品
衛
生
協
会

食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に

関
す
る
法
律
第
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項

ま
で
に
規
定
す
る
食
鳥
検
査
の
業
務

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日

一

労
働
安
全
衛
生
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
特
定
廃
熱
ボ
イ
ラ
ー
に
係
る
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関

氏

名

又

は

名

称

変
更
前
の
代
表
者
の
氏
名

変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名

変
更
年
月
日

社
団
法
人
日
本
ボ
イ
ラ
協
会

池
田
五
男

高
村
淑
彦

平
成
二
十
一
年
六

月
十
六
日

二

労
働
安
全
衛
生
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
ボ
イ
ラ
ー
及
び
第
一
種
圧
力
容
器
に
係
る
登
録
性
能
検
査
機
関

氏

名

又

は

名

称

変
更
前
の
代
表
者
の
氏
名

変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名

変
更
年
月
日

社
団
法
人
日
本
ボ
イ
ラ
協
会

池
田
五
男

高
村
淑
彦

平
成
二
十
一
年
六

月
十
六
日

三

労
働
安
全
衛
生
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
第
二
種
圧
力
容
器
、
小
型
ボ
イ
ラ
ー
及
び
小
型
圧
力
容
器
に
係
る
登
録

個
別
検
定
機
関

氏

名

又

は

名

称

変
更
前
の
代
表
者
の
氏
名

変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名

変
更
年
月
日

社
団
法
人
日
本
ボ
イ
ラ
協
会

池
田
五
男

高
村
淑
彦

平
成
二
十
一
年
六

月
十
六
日

氏
名
又
は
名
称

事
務
所
の
名
称

変
更
前
の
事
務
所
の
所

在
地

変
更
後
の
事
務
所
の
所

在
地

変
更
年
月
日

セ
イ
フ
テ
ィ
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会

社

名
古
屋
検
査
事

務
所

愛
知
県
愛
知
郡
東
郷
町

白
鳥
一
丁
目
二
十
二
番

三
号

岐
阜
県
瑞
穂
市
本
田
千

五
百
五
十
二
番
地
五
十

二

平
成
二
十
一
年

七
月
二
十
一
日

氏
名
又

は
名
称

住
所

法
人
代

表
者
名

事
務
所

の
名
称

事
務
所
の
所
在

地

行
う
こ
と
が
で
き
る
計
画
作
成
参

画
者
研
修

登
録
年

月
日

社
団
法

人
仮
設

工
業
会

東
京
都
港
区

芝
五
丁
目
二

十
六
番
二
十

号

鈴
木
芳

美

本
部
事

務
所

東
京
都
港
区
芝

五
丁
目
二
十
六

番
二
十
号

労
働
安
全
衛
生
規
則
別
表
第
九
別

表
第
七
の
上
欄
第
十
号
に
掲
げ
る

機
械
等
に
係
る
工
事
の
項
第
一
号

ロ
及
び
別
表
第
七
の
上
欄
第
十
二

号
に
掲
げ
る
機
械
等
に
係
る
工
事

の
項
第
一
号
ロ
の
研
修

平
成
二

十
一
年

九
月
三

日

氏
名
又
は
名
称

住
所

法
人
代

表
者
名

事
務
所
の
名
称

事
務
所
の
所

在
地

第
十
七
条
第
二
号

の
講
習
又
は
同
条

第
十
六
号
の
講
習

の
別

登
録
年
月

日

社
団
法
人
日
本

作
業
環
境
測
定

協
会

東
京
都
港
区

芝
四
丁
目
四

番
五
号

大
下
滋

社
団
法
人
日
本

作
業
環
境
測
定

協
会

東
京
都
港
区

芝
四
丁
目
四

番
五
号

第
十
七
条
第
二
号

の
講
習

平
成
二
十

一
年
七
月

十
七
日

社
団
法
人
日
本

作
業
環
境
測
定

協
会

東
京
都
港
区

芝
四
丁
目
四

番
五
号

大
下
滋

社
団
法
人
日
本

作
業
環
境
測
定

協
会

東
京
都
港
区

芝
四
丁
目
四

番
五
号

第
十
七
条
第
十
六

号
の
講
習

平
成
二
十

一
年
七
月

十
七
日

平成™˜年˜—月™ 日 木曜日 第œ˜Ÿ›号官 報
住
所
滋
賀
県
蒲
生
郡
安
土
町
大
字
西
老
蘇
2
3
0番
地
6
9

徐
正
美
昭
和
3
4年

1
2月
７
日
生

徐
£
太
平
成
３
年
1
0月
９
日
生

住
所
千
葉
県
市
川
市
南
八
幡
５
丁
目
４
番
６
号

李
昌
洛
昭
和
5
4年

1
0月
８
日
生

住
所
福
岡
県
鞍
手
郡
鞍
手
町
大
字
中
山
2
4
3
1番
地
2
5

姜
玲
子
昭
和
3
2年
７
月
３
日
生

金
亞
由
美
昭
和
5
5年
４
月
2
9日
生

金
悠
佳
昭
和
5
9年
４
月
2
1日
生

住
所
茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市
板
橋
2
3
7
2番
地
１

徐
美
樹
昭
和
5
3年

1
0月
８
日
生

住
所
広
島
県
福
山
市
木
之
庄
町
３
丁
目
６
番
３
`

3
0
1

号尹
桃
昭
和
6
0年
３
月
８
日
生

住
所
岐
阜
県
可
児
市
羽
生
ケ
丘
５
丁
目
1
5
8番
地

Ô
良
子
昭
和
2
4年

1
2月
１
日
生

住
所
茨
城
県
取
手
市
本
郷
１
丁
目
６
番
2
4
`
Ｂ
1
0
3号

曹
淑
美
昭
和
5
6年
９
月
1
9日
生

住
所
東
京
都
足
立
区
関
原
２
丁
目
3
1番
２
号

ã
正
國
昭
和
3
1年

1
1月
９
日
生

李
貞
姫
昭
和
3
1年
２
月
９
日
生

ã
朋
美
昭
和
5
8年
２
月
1
8日
生

ã
美
和
昭
和
6
0年
８
月
９
日
生

ã
文
貴
昭
和
6
3年
５
月
７
日
生

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
五
十
四
号

食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
年
法
律
第
七
十
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
同
法
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
検
査
機
関
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
食
鳥
検
査
の
業
務
の
廃

止
を
許
可
し
た
の
で
、
同
法
第
三
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
五
十
五
号

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
四
十
七
条
の
二
（
同
法
第
五
十
三
条
の
三
及
び
第
五
十

四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
、

同
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
登
録
性
能
検
査
機
関
及
び
同
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
登
録
個
別
検
定
機
関
に
つ
い
て
、

同
法
第
四
十
六
条
第
四
項
第
二
号
（
同
法
第
五
十
三
条
の
三
及
び
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の

代
表
者
の
氏
名
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
三
号
並
び
に

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四

十
四
号
）
第
一
条
の
十
一
（
同
令
第
十
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
十
九
条
の
二
の
規
定
に
基

づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
五
十
六
号

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
七
条

の
二
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
ゴ
ン
ド
ラ
に
係
る
登
録
性
能
検
査
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
五
十

三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
六
条
第
四
項
第
三
号
の
事
務
所
の
所
在
地
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
旨
の

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
三
号
及
び
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係

る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）
第
十
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令

第
一
条
の
十
一
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
五
十
七
号

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
別
表
第
九
別
表
第
七
の
上
欄
第
十
号
に
掲
げ
る
機

械
等
に
係
る
工
事
の
項
第
一
号
ロ
及
び
別
表
第
七
の
上
欄
第
十
二
号
に
掲
げ
る
機
械
等
に
係
る
工
事
の
項
第
一
号
ロ
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭

和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）
第
五
十
七
条
第
一
項
の
登
録
計
画
作
成
参
画
者
研
修
機
関
を
登
録
し
た
の
で
、

同
令
第
六
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
五
十
八
号

作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
第
十
七
条
第
二
号
及
び
第
十
六
号
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
よ
う
に
同
令
第
十
七
条
の
六
第
一
項
の
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
を
登
録
し
た
の
で
、
同
令
第
十
七
条
の
十

六
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

š


		2009-10-28T14:54:27+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




